
研修費用について 
人材開発支援助成金（厚生労働省） 
を適用してみてはいかがでしょう



研修費実質負担例

条件 一人1時間あたりの助成金 研修費用に対する助成金 ３種（一年）研修の実質負担 
（6名参加の場合：760✖ 2時間✖ 12ヶ月✖ 6名＝109,440）

全て実施した場合の実質負担 
（6名参加の場合：760✖ 2時間✖ 12ヶ月✖ 6名＝109,440）

非正規社員 
（パート・アルバイト）

研修期間：1年以内 
研修時間：20時間以上 760円 

（475円）

20時間以上100時間未満 
10万円 
（7万円）

6名の助成金合計 
109,440 

1,100,000-100,000-109,440 
＝890,560

（1年以内で終らせる必要があるので12ヶ月で計算） 
6名の助成金合計 
109,440 

1,430,000-100,000-109,440 
＝1,220,560

正規社員 特定訓練：10時間以上 
一般訓練：20時間以上

特定訓練：760円 
　　　　（380円） 

一般訓練：380円 
　　　　（380円）

特定訓練：15万円 
一般訓練：7万円

特定訓練の場合 
6名の助成金合計 
109,440 

1,100,000-150,000-109,440 
＝840,560

特定訓練の場合 
（1年以内でなくていいので16ヶ月で計算） 

6名の助成金合計 
145,920 

1,430,000-150,000-145,920 
＝1,134,080

助成金（厚生労働省）

提出書類のうち、『カリキュラム（予定表）』については、こちらで準備いたします。

助成金受給の流れ： ①訓練開始日の1ヶ月前に管轄労働局または 
　ハローワークへ『訓練計画届』を提出

②訓練（研修）開始 
　変更する場合、変更届を提出

③訓練終了後2ヶ月以内に管轄労働局へ 
　『支給申請』を提出

助成金の詳細につきましては、『厚生労働省のホームページ』をご確認ください。

研修の流れ：
事前研修 担当者様及び経営者様との面談 研修開始
・頭と心の準備運動 
・タイプ診断 
などを実施

連絡受付
・事前研修の日時 
を決める

・診断結果をもとに「研修の概要や方向性」を
最終確認、調整

期間中 
特典（BorC＆D） 
を実施

研修２～１.５ヶ月前までに 研修開始の１ヶ月前までに

フォロー
オプションにて 
フォロー講習会を 
実施することも可能


